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［２］研究経過 
世界的な高齢者人口の増加に伴い生体埋入デバイ

スの需要は増大しており、特に高齢に伴う歯の喪失に

よる歯科用インプラント等、硬組織代替デバイスの利

用が増加している。一方、インプラントに関連した手

術部位感染(SSI)は少なくとも数%から 30%程度の確

率で発生している。骨組織では食細胞が少なく生体防

御機構が弱いことに加え、加齢に伴う免疫機能の低下

によりSSIのリスクは増加する。加齢に伴う骨形成能

の低下から、インプラントの固定に時間を要し、長期

間の入院を強いられることもある。そのため、SSI対
策として抗菌性を有するインプラントへの表面処理

が有効である。 
当グループではこれまで、抗菌性元素としてAg を

用い、生体内溶解性を有する非晶質リン酸カルシウム

(ACP)コーティング膜に担持させることで、ACPの溶

解に伴うAg イオンの放出により抗菌性を発現するこ

とを報告してきた(図1)。一方、過剰なAgイオン放出

は細胞毒性を示し、骨形成を妨げることになる。そこ

で本研究では、膜中Ag 濃度が抗菌性、細胞毒性およ

び骨形成能に及ぼす影響を調査した。 
代表者および分担者である博士課程学生のWu氏が、

対応者である小笠原教授の研究室の設備を利用して

抗菌性の評価を行った。細菌を用いた評価であるため、

1セットの評価につき2週間程度の連続した実験が必

要である。そのため、Wu氏を中心に一月に2週間程

度の頻度で小笠原研究室を訪問し、実験を行った。 
 
 

 
 
［３］成果 
 （３－１）研究成果 
試料には、Ta を添加することで溶解性を抑制した

Ta添加Ag-ACP膜を用い、膜中Ag濃度を低、高の2
種類とした。膜厚はいずれも0.5 �mとし、歯科用イ

ンプラントを想定したブラスト処理チタン板を基板

に用いた。 
昨年度までの加齢医学研究所共同利用・共同研究課

題にて確立した、繰り返しシェーク法により、作製し

たコーティング膜の抗菌性を評価した。膜中Ag 添加

量の減少により、抗菌性発現時間は短くなった。コー

ティング膜の細胞毒性を ISO 10993-5 に準拠して、

V79 繊維芽細胞を用いた直接法(試料に細胞を直接播

種し、7日培養後の生細胞数をカウントする)により評

価した。いずれのコーティング膜においても細胞毒性

は示さなかった。以上の結果から、Taにより安定化さ

せたACPは、Ag徐放による抗菌性を発現しつつ細胞

毒性を示さないこと、膜中Ag 量制御はAg イオン徐

放時間を変化させることができることが分かった。 
 
（３－２）波及効果と発展性など 
昨年度までの共同利用・共同研究課題での成果をベ

ースに、分担者として小笠原教授にも参画していただ

き、科学研究費補助金 基盤研究(B)に採択された。 
本研究課題の内容により、分担者である Wu 氏が

2020 年 9 月に博士の学位を取得できた。Wu 氏は日

本学術振興会特別研究員(DC2)にも採用され、学位取

得後はPDとして引き続き実験を行っていた。 
2020年11月からは、インドからの留学生が来日し、

本テーマの内容を継続して研究する予定である。なお、

2021 年 4 月から修士課程に進学し、博士号取得を目

指す。 

   
図1 本研究で創製する、抗菌性放出型インプラン

ト表面の概念図 
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